
俳句・川柳20句　関根悠介

「7月の悪友」　　　　　　　　　　【俳句】 

麻服は倫理を語る風抜ける 

草むしり尻はいろはのつかのかゑ 

鼻はただ汗のにおいを嗅げるだけ 

しんせんな水中花にはあおくなる 

睡蓮モネかマネかモノノケかガンジー 

日傘には公表前の癖がある 

木下闇と言ったら脚を開きます 

寝坊して風鈴歯で砕く 

虹食べる戦争虹を吐く平和 

夕立と悪は友だち女呼ぶ

「7月の罅」　　　　　　　　　　【川柳】 

ぼくたちは監禁されたシンジャタチ 

旅人が美味しいももをふんずける 

湯気のなかカツラではなくイクラかな 

オレンジの木の下の風腋の下 



水もまたなやましくゆびおどらせる 

おりがみの黒に怯えて葉をむしる 

1週間前にも罅が入ったグラス 

数台の真っ赤な覆面パトカー 

ちいさな犬が教会を去る 

なぜ走り高跳び続けているのか 


